
報
告
①　

鞠
智
城
の
渡
来
系
技
術

講
演
者
紹
介

長
谷
部　

善
一
（
は
せ
べ　

よ
し
か
ず
）

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
四
月
に
熊
本
県
教
育
庁
入
庁
。
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
、
熊
本
県

教
育
庁
文
化
課
課
長
補
佐
を
経
て
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）
四
月
よ
り
熊
本
県
立
装
飾
古

墳
館
分
館
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
館
長
。
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「
鞠
智
城
の
渡
来
系
技
術
」

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
館
長
　
長
谷
部
　
善
一
　

は
じ
め
に

　

鞠
智
城
跡
の
保
護
施
策
は
、昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
年
）
の
長
者
山
礎
石
群
、深
迫
門
礎
石
の
確
認
を
受
け
「
伝

鞠
智
城
跡
」
と
し
て
県
の
史
跡
指
定
を
皮
切
り
に
、
昭
和
四
〇
年
代
の
発
掘
調
査
成
果
を
踏
ま
え
、
昭
和
五
十
一
年

（
一
九
七
六
年
）に
鞠
智
城
の
位
置
が
確
定
す
る
に
至
り
指
定
名
称
を「
伝
鞠
智
城
跡
」か
ら「
鞠
智
城
跡
」に
変
更
し
た
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
に
は
国
に
よ
り
「
我
が
国
の
歴
史
を
語
る
う
え
で

重
要
な
遺
跡
」
と
し
て
、
国
指
定
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
更
な
る
高
み
に
よ
る
保
護

が
図
ら
れ
た
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
保
護
の
過
程
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
古
代
山
城
と
し

て
の
鞠
智
城
の
価
値
を
示
す
「
渡
来
系
技
術
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成

果
を
も
と
に
報
告
す
る
。
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一
　
鞠
智
城
に
遺
る
渡
来
系
技
術

　

鞠
智
城
跡
の
発
掘
調
査
は
昭
和
四
十
二
年
度
（
一
九
六
七
年
度
）
の
第
一
次
調
査
以
降
、
令
和
四
年
度
（
二
〇
二
二

年
度
）
ま
で
で
三
十
七
次
を
数
え
、
城
門
跡
、
土
塁
線
、
管
理
・
行
政
機
能
を
司
る
建
物
群
を
擁
す
平
坦
地
と
建
物
群
、

そ
し
て
国
内
の
古
代
山
城
で
は
初
め
て
の
確
認
事
例
と
な
る
貯
水
池
な
ど
多
く
の
調
査
成
果
が
得
ら
れ
て
き
た
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
や
、
鞠
智
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
鞠
智
城
跡
「
特
別
研
究
」
で
、
朝
鮮

半
島
に
由
来
す
る
渡
来
系
技
術
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
各
遺
構
に
つ
い
て
紹
介
し
、こ
の
後
の
報
告
に
つ
な
げ
た
い
。

　（
一
）
選
地

　

鞠
智
城
は
、
菊
池
川
沿
い
の
菊
池
平
野
と
内
田
川
沿
い
の
菊
鹿
盆
地
の
両
方
向
を
望
む
位
置
に
所
在
す
る
。
鞠
智
城

が
築
城
さ
れ
役
割
を
終
え
る
時
期
に
は
、
八
世
紀
〜
九
世
紀
代
を
中
心
に
、
鞠
智
城
を
望
む
地
域
に
官
衙
的
要
素
を
有

す
る
遺
跡
が
現
在
ま
で
に
、
四
か
所
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
全
容
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
が
官
衙
的
要
素
を
有
す

る
可
能
性
が
高
い
遺
跡
と
し
て
、
掘
立
柱
建
物
や
火
葬
墓
を
確
認
し
て
い
る
赤
星
福
土
遺
跡
（
菊
池
市
）、
竪
穴
建
物
、

掘
立
柱
建
物
が
確
認
さ
れ
、
越
州
窯
系
青
磁
が
出
土
し
て
い
る
赤
星
水
溜
遺
跡
（
菊
池
市
）
が
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
鞠
智
城
に
最
も
近
い
位
置
に
は
、
土
塁
が
巡
り
多
量
の
布
目
瓦
が
出
土
す
る
「
菊
池
郡
家
」
と
推
定
さ
れ

る
西
寺
遺
跡
（
菊
池
市
）、
う
て
な
台
地
南
側
斜
面
上
に
塔
心
礎
が
残
り
、
西
に
金
堂
、
北
に
講
堂
を
持
つ
法
起
寺
式

の
伽
藍
配
置
が
推
定
さ
れ
、
さ
ら
に
鴻
臚
館
式
瓦
を
出
土
す
る
「
菊
池
郡
寺
」
と
推
定
さ
れ
る
十
連
寺
跡
（
菊
池
市
）、
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官
衙
的
要
素
の
一
つ
と
さ
れ
る
「
コ
」
の
字
に
並
ぶ
掘
立
柱
建
物
群
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
御
宇
田
遺
跡
（
山
鹿

市
鹿
本
町
）
並
び
に
同
じ
く
「
コ
」
字
に
掘
立
柱
建
物
群
を
持
つ
「
上
鶴
頭
遺
跡
」（
菊
池
市
七
城
町
）
な
ど
が
知
ら

れ
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
に
入
り
う
て
な
台
地
上
の
圃
場
整
備
事
業
で
一
部
で
、
う
て
な
遺
跡
七
枝
地
区
か
ら
多
数
の
竪
穴
建

物
と
共
に
二
十
棟
を
超
え
る
掘
立
柱
建
物
が
検
出
さ
れ
、
三
彩
壺
や
銅
椀
片
並
び
に
墨
書
土
器
が
出
土
す
る
な
ど
鞠
智

城
か
ら
谷
を
一
つ
隔
て
た
地
域
に
官
衙
関
連
の
集
落
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
、
鞠
智

城
近
く
を
通
る
官
道
の
「
車
路
」
ル
ー
ト
近
く
で
、
鞠
智
城
の
存
続
期
間
都
と
被
る
九
世
紀
初
頭
の
掘
立
柱
建
物
群
を

検
出
し
た
赤
星
石
道
遺
跡
（
菊
池
市
）
の
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
る
な
ど
、
鞠
智
城
取
り
巻
く
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
官
衙
的
を
持
つ
遺
跡
は
す
べ
て
、凝
灰
岩
台
地
の
平
坦
地
を
選
地
す
る
か
、

菊
池
川
河
岸
段
丘
の
平
坦
地
を
利
用
し
て
立
地
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
例
外
な
く
、
他
の
役
所
や
集
落
を
見
通
す
位
置

を
選
地
し
て
お
り
、
車
地
を
通
じ
連
携
で
き
る
位
置
に
選
地
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
比
べ
鞠
智
城
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
城
門
は
も
と
よ
り
、
米
原
台
地
の
建
物
群
な
ど
、
こ
れ
ら
は
他

か
ら
の
視
点
を
遮
断
す
る
か
の
場
所
に
建
設
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
長
者
山
、
灰
塚
な
ど
「
烽
台
」
が
置
か
れ
た
で
あ
ろ

う
場
所
だ
け
が
周
辺
を
遠
望
で
き
る
が
、
外
部
か
ら
そ
の
位
置
を
正
確
に
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
重
要
な
官
衙
や
拠
点
集
落
が
う
て
な
台
地
や
河
岸
段
丘
上
に
造
ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

鞠
智
城
だ
け
は
外
か
ら
見
え
な
い
低
山
地
内
に
選
地
さ
れ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
選
地
こ
そ
が
、
古
代
山
城
築
城
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図１　周辺遺跡分布図
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図２　鞠智城城域範囲
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の
渡
来
系
官
人
に
よ
る
選
地
の
重
要
な
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

濱
田
耕
策
氏
は
平
成
二
十
一
年
の
鞠
智
城
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム1

で
、「
鞠
智
城
を
「
く
く
ち
」
と
読
む
『
日
本
書
紀
』
の

古
訓
を
糸
口
に
鞠
智
城
の
築
城
者
層
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
お
り
、
筑
紫
の
二
つ
の
山
城
と
連
携
す
る
こ
の
鞠
智
城
の

「
鞠
智
」
が
築
城
に
際
し
て
そ
の
土
地
の
選
定
に
始
ま
る
築
城
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
城
名
に
名
を
遺
す
ほ
ど
の
貢
献
を

な
し
た
も
の
か
と
考
え
ら
え
る
」
と
し
、
百
済
官
人
の
そ
れ
も
上
位
の
官
位
を
持
ち
、
佐
平
や
達
率
を
帯
び
た
亡
命
官

人
の
関
与
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
選
地
が
鞠
智
城
の
最
大
の
渡
来
系
技
術
（
思
想
）
そ
の
も
の
で
、

渡
来
系
（
百
済
）
官
人
の
関
与
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　（
二
）
城
門

　

現
在
、
鞠
智
城
内
で
調
査
に
よ
り
確
定
し
て
い
る
城
門
は
三
か
所
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
城
域
の
南
側
土
塁
線
上
か
ら

西
側
土
塁
線
に
か
け
、
東
か
ら
深
迫
門
、
堀
切
門
、
南
側
土
塁
線
を
経
て
池
ノ
尾
門
を
認
め
る
。
こ
の
う
ち
、
深
迫
門

と
堀
切
門
は
包
谷
式
を
取
る
選
地
の
条
件
か
ら
、
周
囲
の
平
坦
地
も
し
く
は
車
路
へ
抜
け
る
ル
ー
ト
上
に
は
深
い
谷
を

有
し
、起
伏
の
大
き
な
進
入
ル
ー
ト
し
か
想
定
で
き
な
い
。唯
一
、西
を
向
く
池
ノ
尾
門
は
菊
鹿
盆
地
を
横
切
る
車
路
や
、

河
川
交
通
と
し
て
川
湊
が
想
定
で
き
る
菊
池
川
や
木
野
川
か
ら
谷
を
隔
て
る
こ
と
な
く
進
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
城
外

か
ら
城
内
中
心
部
ま
で
進
入
で
き
る
最
も
起
伏
の
少
な
い
城
門
で
あ
る
。
城
内
に
搬
入
さ
れ
る
米
を
は
じ
め
と
す
る
物

資
の
搬
入
口
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
の
ち
に
報
告
す
る
が
貯
水
池
か
ら
出
土
し
た
鞠
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智
城
初
の
文
字
資
料
で
あ
る
木
簡
も
荷
札
と
し
て
付
け
ら
れ
た
状
態
で
こ
の
城
門
を
経
由
し
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
考

え
る
。

　

ま
た
、
こ
の
池
ノ
尾
門
は
、
現
在
の
福
岡
県
八
女
市
か
ら
国
道
三
号
を
経
由
す
る
岳
間
渓
谷
を
辿
る
と
最
短
距
離
で

大
宰
府
方
面
と
を
結
ぶ
ル
ー
ト
と
な
る
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
車
路
・
延
喜
式
官
道
で
想
定
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ト
上
に

は
乗
ら
な
い
が
、
大
野
城
・
基
肄
城
の
後
方
支
援
基
地
と
し
て
の
役
割
を
考
え
る
と
こ
の
ル
ー
ト
の
存
在
も
生
き
て
く

る
。
更
に
、
鞠
智
城
に
は
城
域
の
北
側
、
現
在
の
米
原
集
落
近
く
に
北
門
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

調
査
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
福
岡
県
方
面
に
向
け
て
の
城
門
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
城
門
が
な
ぜ
、
渡
来
系
の
技
術
と
考
え
る
か
だ
が
、
同
じ
く
朝
鮮
式
山
城
と
し
て
築
城
さ
れ
た
大
野
城
・
基

肄
城
と
同
様
、
城
門
は
単
独
で
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
土
塁
線
上
に
あ
り
土
塁
と
連
携
す
る
こ
と
で
城
と
し
て
の

機
能
を
有
す
る
存
在
と
し
て
城
門
は
あ
る
。
深
迫
門
で
は
城
門
を
挟
み
込
む
よ
う
に
谷
地
形
の
中
ま
で
土
塁
が
迫
っ
て

お
り
、
そ
の
延
長
と
し
て
城
門
が
造
ら
れ
て
い
る
。

　

城
跡
を
考
え
る
上
で
重
要
と
な
る
定
義
の
一
つ
に
、
岡
田
茂
弘
氏2

が
示
さ
れ
た
「
城
跡
」
と
判
断
す
る
基
準
を
、「
防

御
的
構
造
物
＝
自
由
な
出
入
を
規
制
す
る
施
設
の
遺
構
の
存
在
」
と
す
る
と
、
城
門
と
土
塁
の
連
続
性
に
強
い
防
御
的

思
想
を
見
い
だ
し
、
同
じ
構
造
を
持
つ
大
野
城
・
基
肄
城
と
同
様
に
こ
の
当
時
の
国
内
の
築
城
思
想
か
ら
派
生
し
た
施

設
で
は
な
く
、
朝
鮮
式
山
城
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
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図３　城門位置図
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図４　池の尾門周辺地形図

　（
三
）
土
塁
線

　

鞠
智
城
の
土
塁
線
と
し
て
南
側
・
西

側
土
塁
線
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
先

述
し
た
。
土
塁
と
城
門
が
組
み
合
わ
さ

る
こ
と
に
よ
り
、
城
の
防
御
的
構
造
物

と
な
る
。
さ
ら
に
、こ
の
両
土
塁
に
は
、

古
代
山
城
で
初
め
て
取
り
入
れ
ら
れ
た

築
城
手
法
で
あ
る
「
版
築
」
技
術
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調

査
で
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
築
城
技
法
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

南
側
土
塁
線
は
、
堀
切
門
跡
か
ら

西
方
向
に
延
び
る
標
高
百
二
十
ｍ
〜

百
三
十
ｍ
の
丘
陵
頂
部
に
位
置
し
、
総

延
長
五
百
ｍ
の
区
間
で
あ
る
。
丘
陵
南

斜
面
は
、
裾
部
と
の
比
高
差
が
二
十
ｍ
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図５　南側土塁線
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図６　南側土塁線断面
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図７　西側土塁線
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図８　西側土塁線断面

〜
三
十
ｍ
に
及
び
、
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の

切
り
立
っ
た
崖
を
形
成
し
て
お
り
「
屏
風

岩
ラ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
地
点
も
含
ん
で

い
る
。

　

ま
た
、
西
側
土
塁
線
上
は
、
長
者
原
地

区
の
西
端
（
標
高
百
五
十
五
ｍ
）
か
ら
北

方
向
に
延
び
、
標
高
百
五
十
ｍ
〜
百
七
十

ｍ
の
丘
陵
頂
部
に
位
置
し
、
総
延
長
約

五
百
ｍ
の
区
間
で
あ
る
。
土
塁
線
は
馬
の

背
状
の
尾
根
が
、通
称
「
灰
塚
」、「
涼
み
ヶ

御
所
」、「
佐
官
ど
ん
」
と
い
っ
た
頂
を
繋

ぐ
よ
う
に
連
続
し
、
南
か
ら
北
に
徐
々
に

標
高
を
上
げ
て
い
く
。発
掘
調
査
で
は「
佐

官
ど
ん
」
で
版
築
土
塁
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
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　（
四
）
貯
水
池
跡

　

長
者
原
地
区
の
東
側
、
米
原
集
落
の
西
に
所
在
す
る
谷
部
か
ら
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）
に
調
査
に
着
手
し
国

内
の
古
代
山
城
で
は
岡
山
県
の
鬼
城
山
（
史
跡
鬼
城
山
跡
・
岡
山
県
総
社
市
）
と
鞠
智
城
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い

城
内
に
所
在
す
る
貯
水
池
を
確
認
し
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、
鞠
智
城
で
は
総
面
積
約
五
千
三
百
㎡
に
及
び
、
池
跡
か

ら
は
後
に
触
れ
る
が
多
彩
な
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
。

　

古
代
山
城
に
お
け
る
貯
水
池
は
、
全 

赫
基3

氏
に
よ
り
古
代
山
城
の
類
例
か
ら
古
代
朝
鮮
の
山
城
に
お
け
る
「
集
水

遺
構
」
と
類
似
遺
構
で
あ
る
と
し
、
池
跡
か
ら
の
出
土
遺
物
の
特
徴
と
も
合
わ
せ
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
古
代
朝
鮮
の
築
城

技
術
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
貯
水
池
跡
の
調
査
で
は
、
堤
防
状
遺
構
の
断
面
か
ら
「
敷
粗
朶
工
法
」
と
み
ら
れ
る
低
湿
地
に
お
け
る
地
盤

を
強
化
す
る
技
術
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
技
術
は
鞠
智
城
に
先
行
し
て
渡
来
系
官
人
の
指
導
に
よ
り
築
城
さ
れ
た

記
録
の
残
る
水
城
（
特
別
史
跡
水
城
・
太
宰
府
市
ほ
か
）
で
用
い
ら
れ
、
軟
弱
地
盤
上
に
大
堤
が
築
か
れ
て
い
る
。

　（
五
）
建
造
物
等

　

鞠
智
城
の
長
者
原
・
上
原
地
区
で
は
合
計
七
十
二
棟
の
建
造
物
を
確
認
し
て
い
る
が
、
う
ち
二
か
所
で
八
角
形
建
物

跡
を
四
棟
確
認
し
て
い
る
。
北
側
の
30
・
31
号
建
物
で
は
、
心
柱
を
中
心
に
八
角
形
状
に
配
さ
れ
た
柱
が
二
重
に
巡
り
、

掘
建
柱
か
ら
礎
石
へ
の
建
て
替
え
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
側
で
は
、
心
柱
を
中
心
に
八
角
形
状
に
配
さ
れ
た
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図９　貯水池調査区
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図10　長者原地区遺構配置図

図11　31・32号建物

23 報告①　鞠智城の渡来系技術



図12　32号建物

図13　33号建物
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柱
が
三
重
に
巡
り
、こ
ち
ら
も
掘
建
柱
か
ら
礎
石
へ
の
建
て
替
え
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
八
角
形
建
物
は
八
世
紀
前
半
、

鞠
智
城
第
Ⅱ
〜
Ⅲ
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
官
衙
的
役
割
を
持
つ
建
物
群
が
立
ち
並
ぶ
な
ど
、
当
初
の
城
と
し
て
の
機
能
か

ら
役
所
的
機
能
へ
と
変
化
す
る
時
期
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
近
年
、
多
角
形
建
物
は
国
内
の
官
衙
的
性
格
を
持
つ

遺
跡
等
か
ら
複
数
の
検
出
事
例
が
あ
る
が
、
古
代
山
城
か
ら
の
検
出
事
例
は
鞠
智
城
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　（
六
）
出
土
遺
物

　
　

①　

瓦

　
　
　
　

 　

鞠
智
城
で
は
、
軒
丸
瓦
・
丸
瓦
・
平
瓦
の
三
種
類
の
瓦
が
、
大
小
の
破
片
を
含
め
て
合
計
一
万
九
百
点
余

り
出
土
し
て
い
る
。
軒
丸
瓦
に
は
、「
単
弁
八
葉
蓮
華
文
」
と
呼
ば
れ
る
蓮
の
花
を
か
た
ど
っ
た
文
様
が
施

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
朝
鮮
半
島
の
瓦
文
様
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
　

②　

銅
製
菩
薩
立
像

　
　
　
　

 　

銅
製
菩
薩
立
像
は
、
貯
水
池
跡
の
池
尻
部
か
ら
出
土
し
た
。
枘
（
下
部
の
突
起
部
分
）
を
含
む
高
さ 

十
二
・
七
cm
、
幅
三
・
〇
cm
で
、
横
か
ら
見
る
と
体
部
が
S
字
曲
線
を
描
い
て
い
る
。
顔
の
表
情
は
丸
み
を
帯

び
穏
や
か
で
、
三
面
の
宝
冠
、
肩
ま
で
垂
ら
し
た
垂
髪
、
両
肩
に
か
け
ら
れ
た
天
衣
な
ど
も
よ
く
表
現
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、舎
利
容
器
と
も
考
え
ら
れ
る
持
物
を
、へ
そ
の
前
で
両 
手
で
抱
え
る
よ
う
に
持
っ
て
い
る
。

25 報告①　鞠智城の渡来系技術



図14　軒丸瓦瓦当
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こ
の
仏
像
は
、
七
世
紀
後
半
の
百
済
仏
の
特
徴
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
半
島
の
百
済
で
つ
く
ら
れ
日
本

に
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　

③　

木
簡

　
　
　
　

 　

木
簡
は
貯
水
池
跡
の
水
分
が
多
く
、
粘
性
の
高
い
土
中
か
ら
出
土
し
た
。
短
冊
状
の
木
の
板
に
墨
で
「
秦

人
忍
□
（
米
カ
）
五
斗
」
と
い
う
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
古
代
に
秦
人
忍
（
は
た
ひ
と
の
お
し
）
と
い
う

人
物
が
税
と
し
て
納
め
た
米
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
荷
札
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
部
に
は
左
右
か
ら

切
り
込
み
が
あ
る
。
こ
の
切
り
込
み
の
形
状
は
九
州
の
木
簡
に
多
く
見
ら
れ
る
形
態
を
示
し
て
い
る
。

二
　
発
掘
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
鞠
智
城
に
遺
る
渡
来
系
技
術

　

鞠
智
城
に
用
い
ら
れ
て
い
る
築
城
技
術
並
び
に
出
土
遺
物
に
は
多
く
の
渡
来
系
技
術
が
存
在
す
る
こ
と
が
こ
れ
ま

で
の
調
査
・
研
究
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。
特
に

鞠
智
城
に
は
国
内
の
古
代
山
城
に
は
な
い
八
角

形
建
物
や
こ
れ
も
事
例
の
少
な
い
貯
水
池
跡
の

存
在
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
ま
だ
研
究
の

余
地
を
多
く
残
す
古
代
山
城
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。

図15　貯水池跡出土木簡
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最
後
に
、
本
県
で
は
、
現
在
、
海
外
か
ら
世
界
的
な
半
導
体
受
託
製
造
大
手
の
菊
陽
町
進
出
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
ほ

ど
の
企
業
が
な
ぜ
、
進
出
先
と
し
て
熊
本
を
選
地
し
た
の
か
。
今
回
の
事
例
が
、
こ
れ
ま
で
鞠
智
城
が
な
ぜ
現
在
の
山

鹿
市
・
菊
池
市
に
跨
る
米
原
台
地
を
築
城
先
と
し
て
選
地
し
た
の
か
に
大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
を
与
え
て

く
れ
た
。

　

現
在
、
半
導
体
製
造
大
手
の
進
出
先
周
辺
は
北
側
に
大
分
方
面
と
九
州
縦
貫
道
と
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
進
み
、
ま
た
、
熊
本
県
・
周
辺
市
町
村
が
長
年
整
備
し
て
き
た
工
業
団
地
及
び
そ
こ
に
進
出
し
て
い
る

国
内
関
連
メ
ー
カ
ー
の
存
在
な
ど
、
他
地
域
に
比
べ
進
出
す
べ
き
条
件
が
整
っ
て
い
た
こ
と
が
熊
本
の
地
が
選
地
さ
れ

た
理
由
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
在
り
方
は
、
七
世
紀
代
に
鞠
智
城
が
現
在
の
山
鹿
市
・
菊
池
市
に
選
地
さ
れ
、
築
城
さ
れ
た
経
緯
と
も
重
複
す

る
と
考
え
る
。
車
路
な
ど
官
道
の
整
備
、
菊
池
川
を
中
心
と
す
る
河
川
交
通
の
整
備
な
ど
大
宰
府
と
の
連
携
を
目
途
と

し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
整
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
に
な
る
が
鞠
智
城
が
築
城
さ
れ
る
七
世
紀

代
に
周
辺
に
鞠
智
城
と
連
携
を
図
る
官
衙
的
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
鞠
智
城
が
こ
こ
に
選
地
さ
れ
た
要
因
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
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図16　鞠智城城域及び遺構配置
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図17　南側土塁線
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図18　西側土塁線
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図19　南側土塁線トレンチ断面
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